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研究の要約
新学習措串変額が告示され,ゆとりのrPで生きる力を育成するための具体的な指針
が打ち出された｡井放科においては, ｢自分で課題を見つけ,自ら考え,自ら問題を
解決していく｣ことを重視する方向が示された｡
井敦の授業の中で,子ども自身が.これから学習する数量や図形の一端や概略をと
らえたとき,｢どんなきまりがあるのだろう｣｢どのように計昇すればよいのだろう｣
という学習熱鷹につながる ｢井数の同い｣を抱くことができれば,自ら殊層を見つけ
意欲的に取り凪む力が育成できると考えた.
そこで,本研究では子どもの内面に学習の原動力としての ｢井数の同い｣が生まれ
るようにするために,どのような問屋や学習場面を設定すればよいのかを単元の導入
の指導を通して追求していく｡
1 研究のねらい
今, ｢生きる力｣を育成する芽欺教育が叫ばれ
｢自分で課題を見つけ,自ら考え,自ら問題を解
決していく｣ことを重視する方向が示された｡
これまで.多くの算数授業は,教師が一方的に
学習課題を与え,それをいかにうまく解決させる
かに指噂の重点が倍かれ,子とも自らが学習課題
を見つけ.忠欲的に取り机む力の育成という点に
は,あまり関心が払われてこなかった｡
このような授業で払 子どもの内面に生まれる
｢井数の同い｣は,教師からの借り物であり,チ
ビも自ら課題に興味や関心を抱くことがないので
開溝解決意欲をかき立てるものになりにくいとい
う問題点があった｡
これでは,自ら学び,自ら考えるという ｢生き
る力｣を育成する井敦の授業は望めない｡ ｢生き
る力｣を育成する算数教育は,子どもの内面に学
習取越につながる r算数の問い｣が生まれてこそ
可能であろう｡
そこで,本研究では,子どもの内面に学習の原
動力としての r弊政の同い｣が生まれるようにす
るためには,どんな同感設定にすればよいのか,
また.どのような学習場面を設定すればよいのか
について単元の導入場面の指噂を通して追求して
いく｡
2 研究の内容
(1) r奔放の同い｣とは
井数の授業の中で,子ども自身が,これから学
習する数量や図形の一端や桃 をとらえたとき.
｢どんなきまりがあるのだろう｣ ｢どのように計
井すればよいのだろう｣という疑問が生まれる｡
このような子どもの内面に生まれる疑問を ｢弊政
の問い｣と考えた｡
こうした算数の問いには次の2つがあると,と
らえている｡
◇拝数の学習内容に関する同い
◇昇政の学習方法に関する同い
(2) r井数の同い｣を生み出す抱等の工夫
井政の問題文を提示すれば.すぐに r弊政の同
い｣が生まれるというものではない.子どもの内
面に同いが生まれるようにするためには,間僅没
定や学習場面の工夫が大切である｡
①拝汝の学習内容に関する同いを生み出す=夫
ア 擾作的活動を生かした問いづく_也
おはじきやテープを拭行錯誤的に操作する
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l上
中で,数量について rどんなきまりがあるの
だろう｣という疑問が生まれるようにする.
イ 軽秦を生かした問いづくり
楽料を注意深く扱察したり,図形を換作し
ながら注意深く挽無したりする中で rどんな
きまりがあるのだろう｣という疑問が生まれ
るようにする.
②拝数の学習方法に関する同いを生み出す工夫
ア 開成の牡値の=美
子どもが既習の学習抜放と関連づけやすい
ように岡見の放値を工夫する.このことによ
ってどんな既習事項を活用すればよいか,見
通しのある同いを兄いだせるようにする.
イ 条件不足の同庫を穀倉する
既習事項と関連づけて同いを生み出すため
に,一部の条件を意図的に省いた岡見を提示
する｡これによって,既習と同じように考え
ればよいという見通しのある同いを生み出す
ようにする.
3 r算数の同いJを生み出す授賞の実存
(1)井政の学習内容に関する問いを生み出す按
薬の拭み
操作的活動を生かした同いづくり
① 単元 第2学年 ｢かけ弄く1)J
② 単元の自壊
ア かけ算に関心をもち.身のまわりから
かけ井で鼓せるものを進んでみつけよう
とする.
イ 乗政が1増えると積は破棄歎だけ増え
ることを使って.九九を構成することが
できる.
り 九九を唱えたり,それを通用したりす
ることができる.
エ 配号rX｣や用昏rかけ井｣r～はい｣の意
味,単位とする大きさのいくつ分かを求
めるときにかけ拝を用いればよいことが
わかる.
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③ 本単元の位置づけ
本単元では,かけ芽の意味や5,2,3,
4の段の九九の構成について学習する.かけ
井の意味の学習では.分軽量や連挽量を取り
上げて,かけ井が用いられる場面について考
える.また,6.7,8,9,1の段の九九
の構成やかけ算を使ったいろいろな同庫解決
へと発展していく｡
④ 指叫計画 (16時間)
第1次 かけ拝に関する問いづくり
第2次 かけ拝のしき
第3次 かけ井の九九
⑤ 同いづくりのポイント
かけ掛こ出会うのは.この学年が初めてで
ある｡したがって,いままでの表し方で本当
によいだろうかという危機的な場面に直面さ
せ,他の表し方がないかを潔らせる中で,か
け拝の学習のきっかけとなる同いをもたせる
ことが大切である｡
そのためには,ます遭圃場の乗り物の人赦
朗べの活動の中で,人数をおはじきにおきか
えさせる操作的活動を通して,同じ欺ずつ乗
っている乗り物とそうでないものの違いに気
づかせるようにする.次に,意図的にジェッ
トコースターとコーヒー カップを取り上げ,
｢どちらが政えやすいだろか｣と問う.子ど
もは,1台に同じ放すつ乗っているジェット
コースターの方が数えやすいことを実感して
くる.そして r5.10,15｣の5とびの
救え方や ｢5この3つ分｣という表し方を見
つけたところで,これらの表し方のよさをと
らえさせるようにする｡
このようにして.かけ井に関する r弊政の
問い｣を兄いだした子どもは,これを自らの
姐 として進んで解決していこうとするので
ある｡
r5この3つ分｣や ｢2この3つ分｣を i
藩 に表したり,その計井の仕方について 享
こ考えていこう｡
(む 単元の埠入 (第1次)の展開
たくさんの人がいろいろな乗り物に乗って
いる遊園地の絵を提示すると子ともたちは,
｢ジェットコースターがあるよ｡｣｢ゴーカ
ートもあるね｡｣と自由にいろいろなことを
貰い始めた.
いろいろな乗り物があることがわかってい
る子どもは多くいたが,乗り物に乗っている
人の数に日を向けている子どもは少なかった
ので ｢どの乗り物にたくさん人が乗っている
だろうか｣と問いかけた.
C ジェットコースターは多そうだ.
C ほんとだ.ゴーカートより多いよ.
C 局中にもたくさんのっているよ.
このように,乗り物の種類だけを見るので
はたく,乗り物によって人数が違っているこ
とに気づいたところで,本時のめあてを ｢乗
り物に乗っている人の牡を調べよう｣と決め
た｡
支 凍①
人世をおはじきにおきかえる活動で.基準
量の ｢いくつ分｣に着日できるようにする
ここでは,乗り物に乗っている人の軟をおは
じきと対応させる括動を通して, r同じ赦すつ
い(つ分｣になる場合とそうでない場合の違い
をはっきり志鼓させるようにする.
支 操②
基中量を意識しやすいように,取り上げ方
や故値を吟味する
遊園地の乗り物の中で,意図的にジェットコ
ースターとコーヒーカップを取り上げるように
する｡ジェットコースターは.まとまりで計拝
しやすいように ｢5この3つ分｣にしておき,
コーヒーカップは同じ款になっていないことを
意赦させるような欺値にしておく｡しかし,ど
ちらも ｢3つ分Iはそろえておき,より基準量
･の連いが明確になるようにする.
同車 〔卵ゆ車 軸
岡◎ 0 ㊤
鼓し合いでは. ｢どちらが政えやすいだろう
か｣と問いかけた.
C ジェットコースターだよ.
T どうしてかな.
C r5,10,15｣と救えられるよ｡
C コーヒー カップは ｢4,2,3｣で放
えにくいね.
C コーヒー カッブは人政が違うからね.
C ジェットコ-.スターは見ただけで答えt
がだせるよ.
C ジェットコースターは5人ずつだから
政えやすいよ｡
さらに, ｢同じ赦すついくつ分｣のよさがわ
かるようにゴーカートを取り上げて軒し合わせ
るようにした｡
C 柄単だよ.見ただけでわかるよ｡
T どうしてかな.
c r2,4,6｣と歎えるだけでわかるよ･
T 2とびで救えられるということだね･
気がつくことは他にないかな｡
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C コーヒー カップは乗っている人の牧が
はらはらだけど,ゴーカートはジェッ
トコースターと同じように,人数が同
じになっているんだね.
このように,子どもたちは乗り物1台にのっ
ている人数が同じだと数えやすいことやそのよ
さをだんだん実感した｡そして, ｢5この3つ
分｣や ｢2この3つ分｣のような言い方を知り
これを式に表し,針弁の仕方を考えていこうと
いう ｢算数の同い｣を兄いだした.
｢算数の問い｣
｢5この3つ分｣のような新しい計井に
ついて考えていこう｡
(21井奴の学習方法に恥する同いを生み出す世
業の拭み
開成提示を工夫した同いづくり
～条件不足の同属を設定して～
① 単元 第2学年 ｢たし井の隼井｣
② 単元の自得
ア 隼斉のよさに気づき,活用しようとす
る.
イ 十進位取りの記数法のしくみをもとに
して, (2位歎)十 (2位歎)の隼井の
仕方を考えることができる.
ウ (2位欺)+(2位数)の輩井を-の
位から屑に,繰り上がりに気をつけて,
手際よく計算できる｡
エ 隼算の仕方を知り, (2位欺)+(2
位歎)の針弁の仕方を説明することがで
きる.
③ 本単元の位置づけ
これまでにたし算については (2位歎)
+(1位数)や (2位放)+10などの計
算について学習しているが,筆芽は本単元
で初めて学習する｡隼芽については (2位
汲)+(2位数)を取り扱い,繰り上がり
があるかどうか,また,何回あるかによっ
て系統的に学習する｡今後,発展的に3桁
の筆算まで取り扱うことにしている.
④ 指噂計画 (7時間)
第1次 隼井に関する問いづくり
第2次 たし井の輩井
⑤ 同いづくりのポイント
この単元では, (2位数)+(2位欺)
の筆算の仕方.の理解が主な学習内容である｡
したがって,問いづくりでは,たし算で
たす数が10より大きい場合があることを
とらえさせることが大切である｡
そこで,右の
ように.わ王と
妹の拾った且の
草を泰阜み_yl同
盟を提示する｡
これにより.妹
の拾った月の数
を3個,10個
まさしくんは,いもう
どと しおひがりに行
きました｡まさしくん
は,34こ貝をひろい
ました｡2人で 何こ
ひろったでしょう｡
12個と変化させて立式させるようにする.
立式したところで,既習と束習のたし耳に
分類させ.計耳樺を使って34+12の計
井の仕方を考えさせたり,恭し合わせたり
する｡
この過程で,10のたはと1のはらをそ
れぞれ分けて.たて稚みにして計算するよ
_主に気づかせ,筆拝に関する r井故の問い｣
を兄いだすことができるようにする｡
ilOのたば同士,1のばら同士を掛 こそ
蔓ろえて耳く新しい計拝の仕方を考えてい
ざこう.
⑥ 単元の村人 (第1次)の展開
乏 3 9 .i
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妹の拾った月の数をわざと示さないで ｢2人
で何こひろったのか｣を伺う.
C 分からないよ.
T どうして.
C だって妹の月の散がわからないよ.
C 妹の貝の数は何こですか?
こうして,必要な数量に着目できたところで
数量を変化させるようにする.
支 壌②
ここで札 妹の拾った貝の数がどんな政だと
淡められるかを問い,妹の拾った月の政を変化
させ,たす数を拡萌させるようにする.
C 妹の貝が3こだと 34十3-37
37こ
C 妹の貝が10このときは,34+10
-44 44こです.
T もっとふえるとどんな式になるかな.
C 妹の貝が12こだと 34+12です.
C 妹の貝が16こだと 34+16です｡
このように,開成の数量を発展的に射 ヒさせ
て,いろいろなたし井があることに気がついた
ところでこれらを既習と未習に分類並理させる
ようにする.
C 34+3や34+10は計井できるよ.
C 34十12や34+16はどうしたら
よいのだろう｡
34+12などの計算に戸盛いはじめたとこ
ろで本時のめあてを ｢34十12の計井の仕方
を考えよう｣と決めた｡
支 援③
塾等棒を掛 こそろえて置いて計井するよさ
に気づかせるようにする
計昇梓を使う操作的活動を通して34十12
の計算の仕方を考えさせるようにし,子どもか
ら出された,次のtaXbXc)の考えについて話し合
わせるようにした｡
l
(a)10のたば同士,1の ば ら同士をそれぞれ
集めて計拝する考え
′- ･ヾ- 6-- (
(b)34に10のたはだけをたして44をつくっ
て計算する考え
(C)10のたば同士,1のはら同士を縦にそろ
えておいて計算する考え
40 6
(a沖(b)の考えから,計井辞を操作させながら
発表させた｡どの考えも正しく計拝できている
ことがわかったところで,(C)の考えを取り上げ
針弁縛を掛 こそろえる計井の仕方のよいところ
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を話し合わせるようにする.子どもは.見ただ
けで.発に10のたば同士.1のばら同士が針
弁できていることに気づき,計弁棒を鮭にそろ
えておく新しい計算の仕方について考えようと
いう ｢井数の問い｣を兄いだした.
｢井数の問い｣
10のたば同士.1のばら同士を縦にそろ
えておく新しい計算の仕方を考えていこう
4 研究のまとめと今後の証霧
｢生きる力｣を育てるためには.子どもの内
面に ｢井政の同い｣が生まれることが大切であ
ると考え.単元の導入場面での問いづくりを授
業実践してきた.
その梅見,子ども自身が,これから学習する
数量や図形の一塊や概略をとらえて. rどんな
きまりがあるのだろうJ rどのように計昇すれ
ばよいのだろう｣と r幕政の問い｣を抱くこと
ができれば,子ともの間成瀬決意欲が喚起され,
自分自身の課題として学習に取り乱むことがで
きることが分かってきた.そして.そのために
は操作的活動を生かした学習萌面の設定や既習
事項と関連づける活動に展開できる何周設定の
工夫が有効であることも分かった.
また,単元の中人で,その単元を貫く ｢弊政
の同い｣をもっことができた子どもは,単元が
進むにつれ 次から次へと新しい同いを生み出
すことができ.井故を自ら学んでいくことがで
きたと考えている.
今後も,子どもの内面に r井敦の同い｣を生
み出す開成設定や学習場面の=夫についてさら
に探っていきたい｡
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